
(57)【要約】

【課題】多量の対訳用例データを収集することなく、従

来は適切な訳語選択或いは翻訳が困難であった慣用的な

表現に対しても精度の高い訳語選択、並びに機械翻訳を

行うことができるようにする。

【解決手段】入力テキストと対訳用例データとの文字列

の類似性により、入力テキスト中の翻訳対象語に対応す

る訳語を出力する方法、又は翻訳対象語に基づいて学習

モデルを生成し、そのうち学習データに対し最も精度の

高い学習モデルを入力文に適用したうえで最高の確信度

が得られたものに対応する訳語候補を出力する方法を、

それぞれ単独で又は組み合わせて用いる。
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【特許請求の範囲】

【請求項１】第１言語によるテキストからなる原言語用

例及びそれに含まれる語とその語の第２言語による訳語

及び当該訳語に関する情報とを含む原言語用例データ

と、前記原言語用例から第２言語で翻訳されたテキスト

からなる目的言語用例とを対にした対訳用例データを格

納する対訳用例データ格納部を利用して、第１言語で入

力された入力テキストに含まれる翻訳すべき語である翻

訳対象語に対応する第２言語で記述された訳語を選択す

るものであって、 10

前記入力テキストの入力を受け付ける入力受付部と、

入力受付部で受け付けた入力テキスト中の前記翻訳対象

語に該当する語を含む少なくとも一以上の原言語用例デ

ータを、前記対訳用例データ格納部から抽出する用例抽

出部と、

前記入力テキスト及び前記用例抽出部で抽出した原言語

用例データに基づき、入力テキストと原言語用例との類

似性を検出する類似性検出部と、

類似性検出部で検出した原言語用例の類似性を比較評価

し、最も高い類似性を有する少なくとも原言語用例デー 20

タを出力する類似性評価部と、

類似性評価部で出力した原言語用例データに対応する対

訳用例データに含まれる目的言語用例中の前記翻訳対象

語に対応する訳語を出力する訳語出力部とを具備してな

ることを特徴とする訳語選択装置。

【請求項２】類似性検出部が、入力テキストと抽出され

た原言語用例データに含まれる原言語用例とを文字単位

で比較して求められる差異に基づき入力テキストと原言

語用例との一致した文字列の割合、又は一致した部分が

何カ所に分割されて一致しているかを示す分割数の少な 30

くともいずれか一方を用いて計算される類似度を前記類

似性として演算する類似度演算部を有している請求項１

記載の訳語選択装置。

【請求項３】用例抽出部が、抽出した原言語用例データ

に含まれる原言語用例に文末処理を施して処理済原言語

用例を出力する原言語用例処理部を有するものであり、

類似性検出部において前記類似度演算部が、入力テキス

トと処理済原言語用例との文字単位で比較して求められ

る差異の演算結果に基づいて、一致した文字列の当該処

理済原言語用例の文字列に対する割合、又は一致した部 40

分が何カ所に分割されて一致しているかを示す分割数の

少なくともいずれか一方を類似度として演算する請求項

２記載の訳語選択装置。

【請求項４】訳語出力部が、類似性検出部の類似度演算

部で演算し類似性評価部で評価した結果、類似度が最大

となる原言語用例データが複数ある場合に、前記類似度

演算部における演算の結果、入力テキストと一致した文

字列の割合又は前記分割数が最大の原言語用例を含む対

訳用例データにおける前記翻訳対象語に対応する訳語を

出力する請求項３記載の訳語選択装置。 50

【請求項５】入力受付部が、入力テキストを形態素解析

により翻訳対象語を自動抽出する入力テキスト処理部を

有している請求項１、２、３又は４記載の訳語選択装

置。

【請求項６】対訳用例データが、原言語用例に含まれる

語に基づいて生成された原言語見出し語を含むものであ

り、用例抽出部が、少なくとも前記翻訳対象語に該当す

る原言語見出し語を含む原言語用例データを対訳用例デ

ータ格納部から抽出するものである請求項１、２、３、

４又は５記載の訳語選択装置。

【請求項７】対訳用例データが、原言語用例に含まれる

語に基づいて生成された原言語見出し語とそれに対応す

る訳語に基づいて生成された目的言語見出し語とを有す

るものであり、用例抽出部が、前記翻訳対象語に該当す

る原言語見出し語を含む原言語用例データを少なくとも

抽出するものであって、訳語出力部が、類似性評価部に

おいて出力された原言語用例データに含まれ且つ前記用

例抽出部で抽出された原言語見出し語に対応する目的言

語見出し語を出力する請求項１、２、３、４又は５記載

の訳語選択装置。

【請求項８】第１言語によるテキストからなる原言語用

例及びそれに含まれる語とその語の第２言語による訳語

及び当該訳語に関する情報とを含む原言語用例データ

と、前記原言語用例から第２言語で翻訳されたテキスト

からなる目的言語用例とを対にした対訳用例データを格

納する対訳用例データ格納部を利用して、第１言語で入

力された入力テキストに含まれる翻訳すべき語である翻

訳対象語に対応する第２言語で記述された訳語を選択す

るものであって、

前記入力テキストの入力を受け付ける入力受付部と、

対訳用例データ格納部に格納された原言語用例に含まれ

る語及び当該原言語用例に対応する対訳用例データに基

づいて作成された学習データを利用して、入力受付部で

受け付けた入力テキスト中の翻訳対象語に対応した学習

モデルを生成する学習モデル生成部と、

学習モデル生成部で生成した学習モデルを入力テキスト

中の翻訳対象語に適用し、当該翻訳対象語の訳語候補の

全てについて確信度を演算し、確信度順に順序付けて訳

語候補を出力する学習モデル適用部と、

学習モデル適用部で出力した訳語候補のうち、最も高い

確信度が得られた訳語候補を選択して翻訳対象語に対応

する訳語として出力する訳語出力部とを具備してなるこ

とを特徴とする訳語選択装置。

【請求項９】学習モデル生成部が、入力受付部で受け付

けた入力テキスト中の翻訳対象語ごとにそれを含む原言

語用例に対応する対訳用例データを前記対訳用例データ

格納部から抽出し、その抽出された対訳用例データに基

づいて学習モデルを生成するものである請求項８記載の

訳語選択装置。

【請求項１０】学習モデル生成部が、学習データごとに
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対応して学習モデルを生成するものであり、入力受付部

で受け付けた入力テキスト中の前記翻訳対象語ごとに前

記学習データで精度が最高となる学習モデルを選択する

学習モデル選択部をさらに含むものであり、学習モデル

適用部が、前記学習モデル選択部で選択した学習モデル

を入力テキスト中の翻訳対象語に適用するものである請

求項８又は９記載の訳語選択装置。

【請求項１１】入力受付部が、入力テキストを形態素解

析により翻訳対象語を自動抽出する入力テキスト処理部

を有している請求項８、９又は１０記載の訳語選択装 10

置。

【請求項１２】対訳用例データが、原言語用例に含まれ

る語に基づいて生成された原言語見出し語を含むもので

あり、学習モデル生成部が、少なくとも前記翻訳対象語

に該当する原言語見出し語を含む原言語用例データを対

訳用例データ格納部から抽出するものである請求項８、

９、１０又は１１記載の訳語選択装置。

【請求項１３】第１言語によるテキストからなる原言語

用例及びそれに含まれる語とその語の第２言語による訳

語及び当該訳語に関する情報とを含む原言語用例データ 20

と、前記原言語用例から第２言語で翻訳されたテキスト

からなる目的言語用例とを対にした対訳用例データを格

納する対訳用例データ格納部を利用して、第１言語で入

力された入力テキストに含まれる翻訳すべき語である翻

訳対象語に対応する第２言語で記述された訳語を選択す

るものであって、

前記入力テキストの入力を受け付ける入力受付部と、

入力受付部で受け付けた入力テキスト中の前記翻訳対象

語に該当する語を含む少なくとも一以上の原言語用例デ

ータを、前記対訳用例データ格納部から抽出する用例抽 30

出部と、

前記入力テキスト及び前記用例抽出部で抽出した原言語

用例データに基づき、入力テキストと原言語用例との類

似性を検出する類似性検出部と、

類似性検出部で検出した原言語用例の類似性を比較評価

し、最も高い類似性を有する少なくとも原言語用例デー

タを出力する類似性評価部と、

対訳用例データ格納部に格納された原言語用例に含まれ

る語及び当該原言語用例に対応する対訳用例データに基

づいて作成された学習データを利用して、入力受付部で 40

受け付けた入力テキスト中の翻訳対象語に対応した学習

モデルを生成する学習モデル生成部と、

学習モデル生成部で生成した学習モデルを入力テキスト

中の翻訳対象語に適用し、当該翻訳対象語の訳語候補の

全てについて確信度を演算し、確信度順に順序付けて訳

語候補を出力する学習モデル適用部と、

類似性評価部で出力する原言語用例データに対応する対

訳用例データに含まれる目的言語用例中の前記翻訳対象

語に対応する訳語、又は、学習モデル適用部で出力する

訳語候補から、最適なものを選択して翻訳対象語に対応 50

する訳語として出力する訳語出力部とを具備してなるこ

とを特徴とする訳語選択装置。

【請求項１４】訳語出力部が、類似性評価部において所

定の閾値以上の類似性が得られた対訳用例データの出力

がある場合に、当該類似性評価部で出力した結果得られ

る翻訳対象語に対応する訳語を出力し、類似性評価部に

おいて所定の閾値以上の類似性が得られた対訳用例デー

タの出力がない場合に、前記学習モデル適用部で出力し

た結果得られる翻訳対象語に対応する訳語を出力するも

のである請求項１３記載の訳語選択装置。

【請求項１５】類似性評価部において所定の閾値以上の

類似性が得られた対訳用例データの出力がない場合に、

前記学習モデル生成部、学習モデル適用部及び訳語出力

部を動作させるようにしている請求項１３記載の訳語選

択装置。

【請求項１６】用例抽出部が利用する対訳用例データ格

納部と、学習モデル生成部が利用する対訳用例データ格

納部とが、それぞれ異なる言語資源に基づいて作成され

た異なる対訳用例データ格納部である請求項１３、１４

又は１５記載の訳語選択装置。

【請求項１７】第１言語によるテキストからなる原言語

用例及びそれに含まれる語とその語の第２言語による訳

語及び当該訳語に関する情報とを含む原言語用例データ

と、前記原言語用例から第２言語で翻訳されたテキスト

からなる目的言語用例とを対にした対訳用例データを格

納する対訳用例データ格納部を利用して、第１言語で入

力された入力テキストに基づいてその第２言語による翻

訳文である対象テキストを出力するものであって、

前記入力テキストの入力を受け付ける入力受付部と、

入力受付部で受け付けた入力テキスト中の各翻訳対象語

に該当する語を含む少なくとも一以上の原言語用例デー

タを、前記対訳用例データ格納部から抽出する用例抽出

部と、

前記入力テキスト及び前記用例抽出部で抽出した原言語

用例データに基づき、入力テキストと原言語用例との類

似性を検出する類似性検出部と、

類似性検出部で検出した原言語用例の類似性を比較評価

し、最も高い類似性を有する少なくとも原言語用例デー

タを出力する類似性評価部と、

類似性評価部で出力した原言語用例データに対応する対

訳用例データに含まれる目的言語用例中の前記翻訳対象

語に対応する訳語を出力する訳語出力部と、

訳語出力部で出力した訳語及び当該訳語を含む対訳用例

データに基づいて、入力テキストに対応する対象テキス

トを生成し出力する翻訳文出力部とを具備してなること

を特徴とする翻訳装置。

【請求項１８】第１言語によるテキストからなる原言語

用例及びそれに含まれる語とその語の第２言語による訳

語及び当該訳語に関する情報とを含む原言語用例データ

と、前記原言語用例から第２言語で翻訳されたテキスト
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からなる目的言語用例とを対にした対訳用例データを格

納する対訳用例データ格納部を利用して、第１言語で入

力された入力テキストに含まれる翻訳すべき語である翻

訳対象語に対応する第２言語で記述された訳語を選択す

るものであって、

前記入力テキストの入力を受け付ける入力受付部と、

対訳用例データ格納部に格納された原言語用例に含まれ

る語及び当該原言語用例に対応する対訳用例データに基

づいて作成された学習データを利用して、入力受付部で

受け付けた入力テキスト中の翻訳対象語に対応した学習 10

モデルを生成する学習モデル生成部と、

学習モデル生成部で生成した学習モデルを入力テキスト

中の翻訳対象語に適用し、当該翻訳対象語の訳語候補の

全てについて確信度を演算し、確信度順に順序付けて訳

語候補を出力する学習モデル適用部と、

学習モデル適用部で出力した訳語候補のうち、最も高い

確信度が得られた訳語候補を選択して翻訳対象語に対応

する訳語として出力する訳語出力部と、

訳語出力部で出力した訳語及び当該訳語を含む対訳用例

データに基づいて、入力テキストに対応する対象テキス 20

トを生成し出力する翻訳文出力部とを具備してなること

を特徴とする翻訳装置。

【請求項１９】第１言語によるテキストからなる原言語

用例及びそれに含まれる語とその語の第２言語による訳

語及び当該訳語に関する情報とを含む原言語用例データ

と、前記原言語用例から第２言語で翻訳されたテキスト

からなる目的言語用例とを対にした対訳用例データを格

納する対訳用例データ格納部を利用して、第１言語で入

力された入力テキストに含まれる翻訳すべき語である翻

訳対象語に対応する第２言語で記述された訳語を選択す 30

るものであって、

前記入力テキストの入力を受け付ける入力受付部と、

入力受付部で受け付けた入力テキスト中の前記翻訳対象

語に該当する語を含む少なくとも一以上の原言語用例デ

ータを、前記対訳用例データ格納部から抽出する用例抽

出部と、

前記入力テキスト及び前記用例抽出部で抽出した原言語

用例データに基づき、

入力テキストと原言語用例との類似性を検出する類似性

検出部と、 40

類似性検出部で検出した原言語用例の類似性を比較評価

し、最も高い類似性を有する少なくとも原言語用例デー

タを出力する類似性評価部と、

対訳用例データ格納部に格納された原言語用例に含まれ

る語及び当該原言語用例に対応する対訳用例データに基

づいて作成された学習データを利用して、入力受付部で

受け付けた入力テキスト中の翻訳対象語に対応した学習

モデルを生成する学習モデル生成部と、

学習モデル生成部で生成した学習モデルを入力テキスト

中の翻訳対象語に適用し、当該翻訳対象語の訳語候補の 50

全てについて確信度を演算し、確信度順に順序付けて訳

語候補を出力する学習モデル適用部と、

類似性評価部で出力する原言語用例データに対応する対

訳用例データに含まれる目的言語用例中の前記翻訳対象

語に対応する訳語、又は、学習モデル適用部で出力する

訳語候補から、最適なものを選択して翻訳対象語に対応

する訳語として出力する訳語出力部と、

訳語出力部で出力した訳語及び当該訳語を含む対訳用例

データに基づいて、入力テキストに対応する対象テキス

トを生成し出力する翻訳文出力部とを具備してなること

を特徴とする翻訳装置。

【請求項２０】第１言語によるテキストからなる原言語

用例及びそれに含まれる語とその語の第２言語による訳

語及び当該訳語に関する情報とを含む原言語用例データ

と、前記原言語用例から第２言語で翻訳されたテキスト

からなる目的言語用例とを対にした対訳用例データを格

納する対訳用例データ格納部を利用してコンピュータを

動作させ、第１言語で入力された入力テキストに含まれ

る翻訳すべき語である翻訳対象語に対応する第２言語で

記述された訳語を選択するプログラムであって、

前記入力テキストの入力を受け付ける入力受付ステップ

と、

前記受け付けた入力テキスト中の前記翻訳対象語に該当

する語を含む少なくとも一以上の原言語用例データを、

前記対訳用例データ格納部から抽出する用例抽出ステッ

プと、

前記入力テキスト及び前記抽出した原言語用例データに

基づき、入力テキストと原言語用例との類似性を検出す

る類似性検出ステップと、

前記検出した原言語用例の類似性を比較評価し、最も高

い類似性を有する少なくとも原言語用例データを出力す

る類似性評価ステップと、

前記出力した原言語用例データに対応する対訳用例デー

タに含まれる目的言語用例中の前記翻訳対象語に対応す

る訳語を出力する訳語出力ステップとを有することを特

徴とする訳語選択プログラム。

【請求項２１】類似性検出ステップが、入力テキストと

抽出された原言語用例データに含まれる原言語用例とを

文字単位で比較して求められる差異に基づき入力テキス

トと原言語用例との一致した文字列の割合、又は一致し

た部分が何カ所に分割されて一致しているかを示す分割

数の少なくともいずれか一方を用いて計算される類似度

を前記類似性として演算する類似度演算ステップを含む

請求項２１記載の訳語選択プログラム。

【請求項２２】用例抽出ステップが、用例抽出ステップ

で抽出した原言語用例データに含まれる原言語用例に文

末処理を施して処理済原言語用例を出力する原言語用例

処理ステップを含み、類似度演算ステップにおいて、入

力テキストと処理済原言語用例との文字単位で比較して

求められる差異の演算結果に基づき、一致した文字列の
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当該処理済原言語用例の文字列に対する割合、又は一致

した部分が何カ所に分割されて一致しているかを示す分

割数の少なくともいずれか一方を類似度として演算する

請求項２１記載の訳語選択プログラム。

【請求項２３】訳語出力ステップにおいて、類似度出力

ステップで出力し類似性評価ステップで評価した結果、

類似度が最大となる原言語用例データが複数ある場合

に、前記差異演算ステップにおける演算の結果、入力テ

キストと一致した文字列又は前記分割数が最大の原言語

用例を含む対訳用例データにおける前記翻訳対象語に対 10

応する訳語を出力する請求項２２記載の訳語選択装置。

【請求項２４】第１言語によるテキストからなる原言語

用例及びそれに含まれる語とその語の第２言語による訳

語及び当該訳語に関する情報とを含む原言語用例データ

と、前記原言語用例から第２言語で翻訳されたテキスト

からなる目的言語用例とを対にした対訳用例データを格

納する対訳用例データ格納部を利用してコンピュータを

動作させ、第１言語で入力された入力テキストに含まれ

る翻訳すべき語である翻訳対象語に対応する第２言語で

記述された訳語を選択するプログラムであって、 20

前記入力テキストの入力を受け付ける入力受付ステップ

と、

対訳用例データ格納部に格納された原言語用例に含まれ

る語及び当該原言語用例に対応する対訳用例データに基

づいて作成された学習データを利用して、入力受付部で

受け付けた入力テキスト中の翻訳対象語に対応した学習

モデルを生成する学習モデル生成ステップと、

前記生成した学習モデルを入力テキスト中の翻訳対象語

に適用し、当該翻訳対象語の訳語候補の全てについて確

信度を演算し、確信度順に順序付けて訳語候補を出力す 30

る学習モデル適用ステップと、

前記出力した訳語候補のうち、最も高い確信度が得られ

た訳語候補を選択して翻訳対象語に対応する訳語として

出力する訳語出力ステップとを有することを特徴とする

訳語選択プログラム。

【請求項２５】学習モデル生成ステップにおいて、入力

受付ステップで受け付けた入力テキスト中の翻訳対象語

ごとにそれを含む原言語用例に対応する対訳用例データ

を前記対訳用例データ格納部から抽出し、その抽出され

た対訳用例データに基づいて学習モデルを生成する請求 40

項２４記載の訳語選択プログラム。

【請求項２６】学習モデル生成ステップにおいて、学習

データごとに対応して学習モデルを生成し、入力受付ス

テップで受け付けた入力テキスト中の前記翻訳対象語ご

とに前記学習データで精度が最高となる学習モデルを選

択する学習モデル選択ステップをさらに含み、学習モデ

ル適用ステップが、前記学習モデル選択ステップで選択

した学習モデルを入力テキスト中の翻訳対象語に適用す

るものである請求項２４又は２５記載の訳語選択プログ

ラム。 50

【請求項２７】第１言語によるテキストからなる原言語

用例及びそれに含まれる語とその語の第２言語による訳

語及び当該訳語に関する情報とを含む原言語用例データ

と、前記原言語用例から第２言語で翻訳されたテキスト

からなる目的言語用例とを対にした対訳用例データを格

納する対訳用例データ格納部を利用してコンピュータを

動作させ、第１言語で入力された入力テキストに含まれ

る翻訳すべき語である翻訳対象語に対応する第２言語で

記述された訳語を選択するプログラムであって、

前記入力テキストの入力を受け付ける入力受付ステップ

と、

前記受け付けた入力テキスト中の前記翻訳対象語に該当

する語を含む少なくとも一以上の原言語用例データを、

前記対訳用例データ格納部から抽出する用例抽出ステッ

プと、

前記入力テキスト及び前記抽出した原言語用例データに

基づき、入力テキストと原言語用例との類似性を検出す

る類似性検出ステップと、

前記検出した原言語用例の類似性を比較評価し、最も高

い類似性を有する少なくとも原言語用例データを出力す

る類似性評価ステップと、

対訳用例データ格納部に格納された原言語用例に含まれ

る語及び当該原言語用例に対応する対訳用例データに基

づいて作成された学習データを利用して、入力受付部で

受け付けた入力テキスト中の翻訳対象語に対応した学習

モデルを生成する学習モデル生成ステップと、

前記生成した学習モデルを入力テキスト中の翻訳対象語

に適用し、当該翻訳対象語の訳語候補の全てについて確

信度を演算し、確信度順に順序付けて訳語候補を出力す

る学習モデル適用ステップと、

類似性評価ステップで出力する原言語用例データに対応

する対訳用例データに含まれる目的言語用例中の前記翻

訳対象語に対応する訳語、又は、学習モデル適用ステッ

プで出力する訳語候補から、最適のものを選択して翻訳

対象語に対応する訳語として出力する訳語出力ステップ

とを有することを特徴とする訳語選択プログラム。

【請求項２８】訳語出力ステップにおいて、類似性評価

ステップで所定の閾値以上の類似性が得られた対訳用例

データの出力がある場合に、当該類似性評価ステップで

出力した結果得られる翻訳対象語に対応する訳語を出力

し、類似性評価ステップで所定の閾値以上の類似性が得

られた対訳用例データの出力がない場合に、前記学習モ

デル適用部で出力した結果得られる翻訳対象語に対応す

る訳語を出力するものである請求項２７記載の訳語選択

プログラム。

【請求項２９】類似性評価ステップにおいて所定の閾値

以上の類似性が得られた対訳用例データの出力がない場

合に、前記学習モデル生成ステップ、学習モデル適用ス

テップ及び訳語出力ステップを経るようにしている請求

項２８記載の訳語選択装置。
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【請求項３０】第１言語によるテキストからなる原言語

用例及びそれに含まれる語とその語の第２言語による訳

語及び当該訳語に関する情報とを含む原言語用例データ

と、前記原言語用例から第２言語で翻訳されたテキスト

からなる目的言語用例とを対にした対訳用例データを格

納する対訳用例データ格納部を利用してコンピュータを

動作させ、第１言語で入力された入力テキストに基づい

てその第２言語による翻訳文である対象テキストを出力

するものであって、

前記入力テキストの入力を受け付ける入力受付ステップ 10

と、

前記受け付けた入力テキスト中の各翻訳対象語に該当す

る語を含む少なくとも一以上の原言語用例データを、前

記対訳用例データ格納部から抽出する用例抽出ステップ

と、

前記入力テキスト及び前記抽出した原言語用例データに

基づき、入力テキストと原言語用例との類似性を検出す

る類似性検出ステップと、

前記検出した原言語用例の類似性を比較評価し、最も高

い類似性を有する少なくとも原言語用例データを出力す 20

る類似性評価ステップと、

前記出力した原言語用例データに対応する対訳用例デー

タに含まれる目的言語用例中の前記翻訳対象語に対応す

る訳語を出力する訳語出力ステップと、

前記出力した訳語及び当該訳語を含む対訳用例データに

基づいて、入力テキストに対応する対象テキストを生成

し出力する翻訳文出力ステップとを有することを特徴と

する翻訳プログラム。

【請求項３１】第１言語によるテキストからなる原言語

用例及びそれに含まれる語とその語の第２言語による訳 30

語及び当該訳語に関する情報とを含む原言語用例データ

と、前記原言語用例から第２言語で翻訳されたテキスト

からなる目的言語用例とを対にした対訳用例データを格

納する対訳用例データ格納部を利用してコンピュータを

動作させ、第１言語で入力された入力テキストに基づい

てその第２言語による翻訳文である対象テキストを出力

するものであって、

前記入力テキストの入力を受け付ける入力受付ステップ

と、

対訳用例データ格納部に格納された原言語用例に含まれ 40

る語及び当該原言語用例に対応する対訳用例データに基

づいて作成された学習データを利用して、入力受付部で

受け付けた入力テキスト中の翻訳対象語に対応した学習

モデルを生成する学習モデル生成ステップと、

前記生成した学習モデルを入力テキスト中の翻訳対象語

に適用し、当該翻訳対象語の訳語候補の全てについて確

信度を演算し、確信度順に順序付けて訳語候補を出力す

る学習モデル適用ステップと、

前記出力した訳語候補のうち、最も高い確信度が得られ

た訳語候補を選択して翻訳対象語に対応する訳語として 50

出力する訳語出力ステップと、

前記出力した訳語及び当該訳語を含む対訳用例データに

基づいて、入力テキストに対応する対象テキストを生成

し出力する翻訳文出力ステップとを有することを特徴と

する翻訳プログラム。

【請求項３２】第１言語によるテキストからなる原言語

用例及びそれに含まれる語とその語の第２言語による訳

語及び当該訳語に関する情報とを含む原言語用例データ

と、前記原言語用例から第２言語で翻訳されたテキスト

からなる目的言語用例とを対にした対訳用例データを格

納する対訳用例データ格納部を利用してコンピュータを

動作させ、第１言語で入力された入力テキストに基づい

てその第２言語による翻訳文である対象テキストを出力

するものであって、

前記入力テキストの入力を受け付ける入力受付ステップ

と、

前記受け付けた入力テキスト中の各翻訳対象語に該当す

る語を含む少なくとも一以上の原言語用例データを、前

記対訳用例データ格納部から抽出する用例抽出ステップ

と、

前記入力テキスト及び前記抽出した原言語用例データに

基づき、入力テキストと原言語用例との類似性を検出す

る類似性検出ステップと、

前記検出した原言語用例の類似性を比較評価し、最も高

い類似性を有する少なくとも原言語用例データを出力す

る類似性評価ステップと、

対訳用例データ格納部に格納された原言語用例に含まれ

る語及び当該原言語用例に対応する対訳用例データに基

づいて作成された学習データを利用して、入力受付部で

受け付けた入力テキスト中の翻訳対象語に対応した学習

モデルを生成する学習モデル生成ステップと、

前記生成した学習モデルを入力テキスト中の翻訳対象語

に適用し、当該翻訳対象語の訳語候補の全てについて確

信度を演算し、確信度順に順序付けて訳語候補を出力す

る学習モデル適用ステップと、

類似性評価ステップで出力する原言語用例データに対応

する対訳用例データに含まれる目的言語用例中の前記翻

訳対象語に対応する訳語、又は、学習モデル適用ステッ

プで出力する訳語候補から、最適のものを選択して翻訳

対象語に対応する訳語として出力する訳語出力ステップ

と、

前記出力した訳語及び当該訳語を含む対訳用例データに

基づいて、入力テキストに対応する対象テキストを生成

し出力する翻訳文出力ステップとを有することを特徴と

する翻訳プログラム。

【発明の詳細な説明】

【０００１】

【発明の属する技術分野】本発明は、ある言語で入力さ

れたテキストを他の言語へ翻訳する際に使用される訳語

選択装置、翻訳装置及びそれらのプログラムに関するも



(7) 特開2003-308319

のである。

【０００２】

【従来の技術】機械翻訳において、ある言語で記述され

た文、句、節、又は単語等の原テキストと、その原テキ

ストを別の言語に翻訳した翻訳テキストとを対にした対

訳データを格納したデータベースが使用されることがあ

る。特に最近では、単語だけでなく、単語を含む文や句

等の用例のデータベース（以下、「対訳コーパス」と称

する）が使用されるようになってきている。現在では、

新聞や辞書等を言語資源とした多種多様な対訳コーパス 10

がインターネット等で公開され、利用に供されている。

【０００３】機械翻訳では、訳語選択が重要な技術要素

の一つとして考えられるが、対訳用例コーパスを用いた

場合、単純には対訳データの量が多ければ多いほど用例

の数や種類が多くなると考えられることから、単一の対

訳コーパスのみを使用するのではなく、可能な限り多種

類の対訳コーパス又は対訳データを収集し、それらを用

いて機械翻訳を実行することが考えられている。この場

合、翻訳対象となる原言語での入力テキストに基づいて

収集された対訳コーパスを参照し、入力テキストと合致 20

する或いは最も類似する用例を含む原テキストに対応す

る対訳テキストを翻訳結果として出力する、という用例

ベースの訳語選択方法が最も単純な手法であると考えら

れる。この他にも、対訳コーパスに基づいて作成した学

習データを学習モデルに適用し、単純な統計的に確から

しい訳語を出力するという、学習ベースの訳語選択方法

も考えられている。

【０００４】

【発明が解決しようとする課題】用例ベースの訳語選択

方法では、多種多様な対訳コーパスを参照しているた 30

め、それだけ翻訳の正確さが向上するものと一応は推測

することができる。しかしながら、多種類の対応する訳

語が存在する多義性を有する原言語の単語についてみれ

ば、上述の方法では、対訳コーパス中に入力テキストと

同一又は類似する用例が存在しなければ、正しい訳語を

出力することができず、柔軟性に欠けるという不具合が

ある。一方、学習ベースの訳語選択方法では、統計的に

頻度が高い用例で用いられている訳語を優先的に出力す

るために、数多くの用例で一般的に用いられ出現頻度の

高い当該単語の訳語の正確性は向上する一方で、出現頻 40

度が低い訳語については翻訳の正確さが低下する。

【０００５】このような問題は、ある単語が他の語句と

結びついて独特の表現となる、「慣用表現」を入力テキ

スト中に含む場合に生じることが多い。一例として、日

本語において多義的な「買う」という単語が原テキスト

に含まれる場合について考えると、「本を買う」という

表現と「反感を買う」という表現とでは、「買う」の意

味が異なり、それによって「買う」に対応する英語の訳

語が異なる。この場合、日英の対訳コーパスには、「物

を買う」という場合における「買う」の訳語と同じ英訳 50

語（ｂｕｙ）が使われる用例は多数あってその英訳語の

出現頻度は高いと考えられるのに対して、「反感を買

う」というような慣用表現では「買う」の英訳語（ａｎ

ｔｉｐａｔｈｙ）が特殊なものであるためにその英訳語

を含む「買う」の用例は少ないものと考えられる。

【０００６】また、いずれの訳語選択方法においても、

精度の高い翻訳を実現するには、対訳コーパスを大量に

収集する必要があるが、自然言語には多様なバリエーシ

ョンがあり得るため、単に多数の対訳コーパスを収集す

る方法ではコンピュータ処理の負荷が高まるだけで、現

実にはこのような方法によって短時間で正確な機械翻訳

を実施するのは不可能であると考えられる。

【０００７】そこで本発明は、以上のような問題に鑑み

て、機械翻訳において、装置に過剰な負荷を掛けること

なく、訳語選択並びに翻訳を正確かつ適正に短時間で行

うことができるようにすることを主たる目的としてい

る。

【０００８】

【課題を解決するための手段】本発明は、基本的に、第

１言語によるテキストからなる原言語用例及びそれに含

まれる語とその語の第２言語による訳語及び当該訳語に

関する情報とを含む原言語用例データと、原言語用例か

ら第２言語で翻訳されたテキストからなる目的言語用例

とを対にした対訳用例データを格納する対訳用例データ

格納部を利用して、第１言語で入力された入力テキスト

に含まれる翻訳すべき語である翻訳対象語に対応する第

２言語で記述された訳語を選択するものである。ここで

利用する対訳用例データ格納部は、上述したいわゆる対

訳コーパスに該当するが、一つ以上を利用すればその数

は問わない。但し、複数の対訳用例データ格納部を利用

すれば、用例数を増加させて訳語選択の正確性を向上す

ることができる。また、対訳用例データ格納部は、以下

に述べる訳語選択装置や翻訳装置の一構成要素とした

り、これら訳語選択装置等と通信可能な別の装置に設け

ることが可能である。

【０００９】このようなものにおいて本発明は、図１に

概略構成図を示すように、第１の訳語選択装置Ａ１の基

本構成として、入力テキストの入力を受け付ける入力受

付部１と、その受け付けた入力テキスト中の前記翻訳対

象語に該当する語を含む少なくとも一以上の原言語用例

データを対訳用例データ格納部Ｃから抽出する用例抽出

部２と、抽出した原言語用例データと前記入力テキスト

とに基づき入力テキストと原言語用例との類似性を検出

する類似性検出部３と、検出した原言語用例の類似性を

比較評価して最も高い類似性を有する少なくとも原言語

用例データを出力する類似性評価部４と、出力した原言

語用例データに対応する対訳用例データに含まれる目的

言語用例中の前記翻訳対象語に対応する訳語を出力する

訳語出力部５とを有していることを特徴とするものであ

る。
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【００１０】このように構成することによって、入力テ

キスト中に含まれる翻訳対象語に対して、それが用いら

れている原言語用例との類似性が最も高い訳語を出力す

ることができる。したがって、特に原言語で使用される

慣用句等の出現頻度が低い語句の訳語選択に際して、あ

まりに多くの対訳用例データを利用することなく、また

コンピュータ処理に多大な負荷を掛けることなく、適切

な訳語選択を行うことが可能となる。

【００１１】特に、類似性検出部３において、好適な類

似性の検出を行い得る態様としては、入力テキストと抽 10

出された原言語用例データに含まれる原言語用例とを文

字単位で比較して求められる差異に基づき入力テキスト

と原言語用例との一致した文字列の割合、又は一致した

部分が何カ所に分割されて一致しているかを示す分割数

の少なくともいずれか一方を用いて計算される類似度を

類似性として演算するようにしたものが挙げられる。

【００１２】また、用例抽出部２で抽出した原言語用例

についてそれ以後の処理の便宜を図るためには、この用

例抽出部２において、抽出された原言語用例データに含

まれる原言語用例に文末処理を施して処理済原言語用例 20

を出力するようにすればよく、この場合、類似性検出部

３において、入力テキストと処理済原言語用例との文字

単位で比較した場合の差異の演算結果に基づいて、一致

した文字列の当該処理済原言語用例の文字列に対する割

合、又は一致した部分が何カ所に分割されて一致してい

るかを示す分割数の少なくともいずれか一方を類似度と

して演算するように構成することが望ましい。

【００１３】さらに、訳語出力部５において、類似性検

出部３で演算の上、出力し類似性評価部４で評価した結

果、類似度が最大となる原言語用例データが複数ある場 30

合が想定される。この場合、前記演算の結果、入力テキ

ストと一致した文字列又は前記分割数が最大の原言語用

例を含む対訳用例データにおける翻訳対象語に対応する

訳語を出力することで、最も適していると推定される訳

語を出力することができる。

【００１４】また、入力テキストの受付後の処理を簡便

化するには、入力受付部１において、入力テキストを形

態素解析により翻訳対象語を自動抽出するようにしてお

くことが好ましい。なお、「形態素解析」とは、入力テ

キストを単語毎に分割し、それぞれに品詞を割り当てる 40

等の解析処理をいい、所定の解析アルゴリズム及び解析

用辞書データが用いられる。

【００１５】さらに対訳用例データが、原言語用例に含

まれる語に基づいて生成された原言語見出し語を含むも

のである場合には、用例抽出部２において、少なくとも

翻訳対象語に該当する原言語見出し語を含む原言語用例

データを対訳用例データ格納部Ｃから抽出するようにす

ることで、対訳用例データ格納部Ｃからの原言語用例デ

ータの抽出処理を高速化することができる。

【００１６】さらにまた、対訳用例データが、原言語用 50

例に含まれる語に基づいて生成された原言語見出し語と

それに対応する訳語に基づいて生成された目的言語見出

し語とを有する場合には、用例抽出部２において、翻訳

対象語に該当する原言語見出し語を含む原言語用例デー

タを少なくとも抽出し、訳語出力部５において、類似性

評価部４で出力した原言語用例データに含まれ且つ用例

抽出部２で抽出した原言語見出し語に対応する目的言語

見出し語を出力することで、訳語出力までの処理をさら

に高速化することができる。

【００１７】また本発明は、図２に概略構成図を示すよ

うに、第２の訳語選択装置Ａ２の基本構成として、入力

テキストの入力を受け付ける入力受付部１１と、対訳用

例データ格納部に格納された原言語用例に含まれる語及

び当該原言語用例に対応する対訳用例データに基づいて

作成された学習データを利用して、入力受付部で受け付

けた入力テキスト中の翻訳対象語に対応した学習モデル

を生成する学習モデル生成部１２と、その生成した学習

モデルを入力テキスト中の翻訳対象語に適用し、当該翻

訳対象語の訳語候補の全てについて確信度を演算し、確

信度順に順序付けて訳語候補を出力する学習モデル適用

部１３と、その出力した訳語候補のうち最も高い確信度

が得られた訳語候補を選択して翻訳対象語に対応する訳

語として出力する訳語出力部１４とを有することを特徴

としている。ここで、「学習データ」とは、対訳用例に

基づいて作成された第１言語で入力される語、それに対

応して第２言語で出力されるべき正解の訳語、及びそれ

らに付随する属性や素性等の情報をいう。また、「学習

モデル」とは、前記学習データを利用して推定されたパ

ラメータを含み機械学習の手法により生成される関数的

モデルである。また、確信度の順序づけは、降順又は昇

順の何れであるかを問わない。

【００１８】このような構成によれば、一定量の学習デ

ータを作成又は収集しておくと、それに基づいて生成し

た適切な学習モデルを翻訳対象となる目的言語に適用し

た上で、確信度の最も高い訳語候補、すなわち最も適切

であると推測することができる訳語を出力することがで

きる。したがって、このような訳語選択装置Ａ２であれ

ば、訳語選択に際して、翻訳対象となる語句（単語）ご

とに学習モデルを生成することで、各語句（単語）に応

じた適切なモデルによって訳語を選択することができる

ようになる。

【００１９】特に学習モデル生成部１２において、入力

受付部１１で受け付けた入力テキスト中の翻訳対象語ご

とにそれを含む原言語用例に対応する対訳用例データを

対訳用例データ格納部Ｃから抽出し、その抽出された対

訳用例データに基づいて学習モデルを生成するように構

成すれば、迅速且つ正確な訳語出力処理を行うことがで

きる。

【００２０】また、出力する訳語の正確性を高めるため

には、学習モデル生成部１２において、学習データを利
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用し各学習データごとにそれぞ学習モデルを生成し、さ

らに入力受付部１１で受け付けた入力テキスト中の翻訳

対象語ごとに学習データで精度が最高となる学習モデル

を選択し、学習モデル適用部１３において、学習モデル

生成部１２で選択した最高の精度を得た学習モデルを入

力テキスト中の翻訳対象語に適用するようにするとよ

い。なお、利用する学習データ数は一つであってもよい

し複数であってもよい。

【００２１】また、この訳語選択装置Ａ２においても、

入力受付部１１において、入力テキストを形態素解析に 10

より翻訳対象語を自動抽出することで、入力テキストの

受付後の処理を簡便化することができる。同様に、対訳

用例データに、原言語用例に含まれる語に基づいて生成

された原言語見出し語が含まれる場合には、学習モデル

生成部１２が、少なくとも翻訳対象語に該当する原言語

見出し語を含む原言語用例データを対訳用例データ格納

部Ｃから抽出するようにすることで、対訳用例データ格

納部Ｃからの原言語用例データの抽出処理を高速化する

ことができる。

【００２２】本発明の訳語選択装置はまた、上述した２ 20

種類の訳語選択装置Ａ１、Ａ２を組み合わせた態様とし

て、出力される訳語の精度を飛躍的に向上させることも

できる。すなわち、本発明は、図３に概略構成図を示す

ように、第３の訳語選択装置Ａ３の基本構成として、入

力テキストの入力を受け付ける入力受付部３１と、入力

受付部１で受け付けた入力テキスト中の前記翻訳対象語

に該当する語を含む少なくとも一以上の原言語用例デー

タを、前記対訳用例データ格納部Ｃから抽出する用例抽

出部３２と、入力テキスト及び用例抽出部で抽出した原

言語用例データに基づき入力テキストと原言語用例との 30

類似性を検出する類似性検出部３３と、類似性検出部３

で検出した原言語用例の類似性を比較評価し最も高い類

似性を有する少なくとも原言語用例データを出力する類

似性評価部３４と、対訳用例データ格納部Ｃに格納され

た原言語用例に含まれる語及び当該原言語用例に対応す

る対訳用例データに基づいて作成された学習データを利

用して、入力受付部３１で受け付けた入力テキスト中の

翻訳対象語に対応した学習モデルを生成する学習モデル

生成部３５と、学習モデル生成部３５で生成した学習モ

デルを入力テキスト中の翻訳対象語に適用し、当該翻訳 40

対象語の訳語候補の全てについて確信度を演算し、確信

度順に順序付けて訳語候補を出力する学習モデル適用部

３６と、類似性評価部３４で出力する原言語用例データ

に対応する対訳用例データに含まれる目的言語用例中の

翻訳対象語に対応する訳語、又は、学習モデル適用部３

６で出力する訳語候補から、最適のもの、すなわち前記

訳語又は最高の確信度を得た訳語候補のいずれかを選択

して翻訳対象語に対応する訳語として出力する訳語出力

部３７とを有することを特徴とするものである。

【００２３】すなわち、入力受付部３１で受け付けた入 50

力テキスト及び対訳用例データ格納部Ｃに格納される対

訳用例データに基づいて、第１の訳語選択装置Ａ１に該

当する用例抽出部３２、類似性検出部３３及び類似性評

価部３４により処理された訳語、或いは第２の訳語選択

装置Ａ２に該当する学習モデル生成部３５及び学習モデ

ル適用部３６により処理された訳語候補のいずれかを、

訳語出力部３７において出力する。なお、第１の訳語選

択装置Ａ１該当部分と第２の訳語選択装置Ａ２該当部分

とが利用する対訳用例データ格納部Ｃは、同一のもので

あってもよいし異なっていてもよい。

【００２４】この場合、望ましくは次の二態様の何れか

を採用することが好適である。

【００２５】すなわち、まず、第１の訳語選択装置Ａ１

該当部分と、第２の訳語選択装置Ａ２該当部分とを並列

的に動作させ、訳語出力部３７において、類似性評価部

３４で所定の閾値以上の類似性が得られた対訳用例デー

タの出力がある場合に、その結果得られる翻訳対象語に

対応する訳語を出力し、所定の閾値以上の類似性が得ら

れた対訳用例データの出力がない場合に、学習モデル適

用部３６で出力した結果得られる翻訳対象語に対応する

訳語を出力する態様をとることができる。このようにす

れば、並列処理により迅速に訳語を出力できることにな

る。

【００２６】一方、第１の訳語選択装置Ａ１該当部分を

まず動作させ、類似性評価部３４において所定の閾値以

上の類似性が得られた対訳用例データの出力がない場合

に、第２の訳語選択装置該当部分Ａ２である前記学習モ

デル生成部３５、学習モデル適用部３６を動作させたう

えで、訳語出力部３７を動作させるようにする態様をと

ることもできる。このようにすれば、類似性評価部３４

において閾値以上の類似性が得られた対訳用例データが

あれば、第２の訳語選択装置該当部分Ａ２を動作させる

必要がないためコンピュータ処理に掛かる負荷を低減す

るとともに、第２の訳語選択装置Ａ２該当部分を動作さ

せる際に、異なる対訳用例データ格納部Ｃを利用するな

ど、必要に応じて対訳用例データを追加収集又は取捨選

択することができる。

【００２７】上記いずれの態様であっても、用例抽出部

３２が利用する対訳用例データ格納部と、学習モデル生

成部３５が利用する対訳用例データ格納部Ｃとが、それ

ぞれ異なる言語資源に基づいて作成された異なるもので

あれば、対訳用例の数及び種類をより多様なものとし

て、最終的に出力される訳語の正確性を向上することが

可能となる。

【００２８】また本発明は、以上のような訳語選択装置

Ａ１、Ａ２、Ａ３の何れかを利用して、好適な翻訳装置

を構成することも可能である。すなわち、当該翻訳装置

は、訳語選択装置Ａ１、Ａ２、Ａ３の構成に加えて、そ

れら何れかにおける訳語出力部で出力した訳語及び当該

訳語を含む対訳用例データに基づいて、入力テキストに
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対応する対象テキストを生成し出力する翻訳文出力部を

更に備えたものである。このようにすれば、単に入力テ

キスト中の翻訳対象語に対応する訳語選択を行うのみな

らず、第１言語による入力テキストに基づいて第２言語

で翻訳された対象テキストを生成して出力することまで

可能となる。

【００２９】

【発明の実施の形態】以下、本発明の一実施形態を、図

４～図８を参照して説明する。

【００３０】図４に概略構成図を示すこの実施形態は、 10

上述した第３の基本構成を有する訳語選択装置Ａ３であ

る。すなわち、第１の基本構成を有する訳語選択装置Ａ

１に該当する部分と、第２の基本構成を有する訳語選択

装置Ａ２に該当する部分と、これらに共通する部分とか

ら構成される。また、対訳用例データ格納部Ｃは、この

訳語選択装置Ａ３に含まれるものとしているが、必要に

応じて通信回線で接続された他の装置に設けてある対訳

用例データ格納部Ｃから収集することも可能である。な

お、本実施形態では、第１言語（原言語）として日本語

を、第２言語（目的言語）として英語を適用した場合に 20

ついて説明するものとする。

【００３１】まず、対訳用例データ格納部Ｃについて説

明する。対訳用例データ格納部Ｃは、日本語によるテキ

ストからなる用例（以下、「日本語用例」）及び当該日

本語用例に含まれる語とその語の英語による訳語（以

下、英訳語）並びに当該英訳語に関する各種情報とを含

む日本語用例データと、前記日本語用例に対応して英語

に翻訳されたテキストからなる英語用例を含む英語用例

データとを対にした日英対訳用例データを格納してある

データベースである。なお、日英対訳用例データにはさ 30

らに、日本語用例毎に翻訳対象語となり得る日本語見出

し語が含まれており、場合によっては当該日本語見出し

語に対応する正しい訳語となり得る英語見出し語が含ま

れる場合がある。このような日英対訳用例データとして

は、例えば新聞や雑誌等の記事に基づき出現頻度等を考

慮して作成されたデータベースや、日英対訳電子辞書デ

ータベース、その他オンライン上で利用可能なデータベ

ース等に格納されたデータを利用することができる。

【００３２】ここで、日英対訳用例データの一例の一部

を図５に示す。この例では、日本語「遠慮」という語を 40

含む３つの日本語用例と、それらに対応する英語用例と

が組になっている。この場合、日本語見出し語には「遠

慮」が該当し、英語見出し語には「feel constraine

d」、「constraint」、「refrain」等が該当する。但

し、日本語見出し語に対応する英語見出し語のみ、或い

は日本語見出し語と英語見出し語の両方に関しては、既

に設定されたものがある場合はそれを利用すればよく、

ない場合は人手で設定するか或いはコンピュータ処理に

より自動的に設定されるようにしておく必要がある。

【００３３】次に訳語選択装置Ａ３の機能について説明

する。この訳語選択装置Ａ３は、汎用コンピュータ又は

専用コンピュータのＨＤＤ等の記憶装置に記憶させた所

定のプログラムに従ってＣＰＵやメモリ等の通常のコン

ピュータが有する内部及び外部装置が動作することによ

って、第１の訳語選択装置Ａ１としての機能を奏する用

例抽出部３２、類似性検出部３３、類似性評価部３４

と、第２の訳語選択装置Ａ２としての機能を奏する学習

モデル生成部３５、学習モデル適用部３６と、これらに

共通の機能を奏する入力受付部３１、訳語出力部３７と

しての機能を発揮する。

【００３４】入力受付部３１は、日本語で作成されたテ

キストデータ（入力テキスト）の入力を受け付ける。こ

の入力受付部３１には、入力テキスト処理部３１１が含

まれる。入力テキスト処理部３１１は、前記入力テキス

トに対して形態素解析を行い、当該入力テキストから翻

訳対象語を自動的に抽出する。なお、入力テキストの入

力時に、翻訳対象語を指定しておくことができるが、こ

の場合は入力テキスト処理部３１１にて形態素解析のみ

を行う。

【００３５】用例抽出部３２は、入力受付部３１で得ら

れた翻訳対象語が含まれた日本語用例データを、対訳用

例データ格納部Ｃを抽出する。その際、対訳用例データ

格納部Ｃに日本語見出し語が含まれている場合にはそれ

を参照して該当する翻訳対象語を検索のうえ抽出を行

う。この用例抽出部３２には、原言語用例処理部たる日

本語用例処理部３２１が含まれる。この日本語用例処理

部３２１は、対訳用例データ格納部Ｃから抽出した日本

語用例データについて、文末処理を行うものである。例

えば上述の図５に示す日英対訳用例データのうち、日本

語用例データについて文末処理を行うことによりと、

「母に遠慮する」、「母への遠慮」、「献金を遠慮して

もらう」は、それぞれ「母に遠慮」、「母への遠慮」、

「献金を遠慮」となる。

【００３６】類似性検出部３３は、入力受付部３１で受

け付けた入力テキストと、用例抽出部３２で抽出した日

本語用例データとを対比し、それらの類似性を検出す

る。具体的にはこの類似性検出部３３に含まれる類似度

演算部３３１により演算された入力テキストと日本語用

例データとの一致する割合である類似度が前記類似性と

して検出される。すなわち、類似度は、動的計画法によ

り入力テキストと日本語用例データとを文字単位で比較

して両者の差異を求め、一致した文字列の割合として求

められる。より具体的に類似度は、例えばＵＮＩＸ（登

録商標）のｄｉｆｆコマンドにより次式

【００３７】

【式１】
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【００３８】により求められる。なお、日本語用例デー

タは、日本語用例処理部３２１で文末処理を施したもの

を利用する。

【００３９】類似性評価部３４は、入力テキストと対比

された各日本語用例データについて類似性検出部３３で

検出した類似性、すなわち前式で得られた類似度を比較

評価し、最も高い類似度ｒが得られた日本語用例データ

又はその日本語用例データを含む日英対訳用例データを

出力する。このとき、最大の類似度ｒが得られた日本語

用例データが複数あった場合は、最長の日本語用例を含 10

む日本語用例データを最も高い類似性を有するものとし

て出力する。但し、入力テキストと一致した部分が日本

語見出し単語の長さよりも長い場合に限られる。

【００４０】学習モデル生成部３５は、学習データを利

用して入力受付部３１で受け付けた入力テキスト中の翻

訳対象語毎に対応した学習モデルを生成する。学習デー

タは、対訳用例データ格納部Ｃに格納された日本語用例

に含まれる語とその日本語用例に対応する英語用例デー

タとに基づいて作成されたものであり、日本語で入力さ

れる語、それに対応して英語で出力されるべき正解の訳 20

語、及びそれらに付随する属性や素性等の情報等からな

る。また、本実施形態では学習モデルとして、例えばＳ

ＶＭ（Support Vector Machine）、ＭＥ（Maximum Entr

opy）、ＤＬ（Decision List）等の既知の機械学習モデ

ルを複数種類適用することとしている。そして、これら

学習モデルを各翻訳対象語に適用することにより、それ

ぞれの正解の訳語が生成される確率を求める。その際、

各学習モデルには、素性を与える必要があるが、本実施

形態では素性として、前記学習データから得られた情報

である形態素情報、文字n-gram、最大一致となる日本語 30

用例に関する情報、内容語とその訳語候補の出現頻度に

関する情報の４種類の情報を用いている。この学習モデ

ル生成部３５には、学習モデル選択部３５１が含まれ

る。この学習モデル選択部３５１は、各学習モデルにつ

いて学習データを用いてクロスバリデーションを行い精

度が最高となる学習モデルを選択する。

【００４１】学習モデル適用部３６は、学習モデル生成

部３５で生成した学習モデル、具体的には学習モデル選

択部３５１で選択した学習モデルを入力テキスト中の翻

訳対象語に適用することにより、その翻訳対象語の訳語 40

候補の全てについて確信度を演算し、確信度順に順序付

けを行って訳語候補を出力する。この確信度は基本的

に、文脈の集合をＢ、分類クラスの集合をＡとした場

合、文脈ｂ（∈Ｂ）でクラスａ（∈Ａ）となる事象

（ａ，ｂ）の確率分布のスコアｐ（ａ，ｂ）として求め

られる。なお、学習モデルの種類によってこのような確

率分布が得られない場合、例えばＳＶＭを適用した場

合、便宜的に最適のクラスに対して確率値を１、その他

のクラスに対して確率値を０としている。

【００４２】訳語出力部３７は、入力テキスト中の翻訳 50

対象語に対応する訳語を出力するものであり、訳語選択

装置Ａ１のルート又は訳語選択装置Ａ２のルートの何れ

かから得られる訳語、すなわち、類似性評価部３４で最

高の類似性を得た日本語用例データに該当する日英対訳

用例データに含まれる訳語、又は、学習モデル適用部３

６で出力した訳語候補のうち最高の確信度（スコア）を

得た訳語候補、の何れかを選択して出力する。具体的

に、本実施形態では、類似性検出部３３における類似性

演算部３３１で得られる類似度に閾値を設定しており、

類似性評価部３４で出力する日本語用例データが当該閾

値以上の場合には、その日本語用例データに対応する訳

語を出力する。本実施形態では前記閾値を１としてい

る。一方、閾値以上の日本語用例データがない場合に、

学習モデル適用部３６で出力した訳語候補から最高の確

信度を得たものを出力する。なお、入力受付部３１で入

力テキストを受け付けた際に、訳語選択装置Ａ１のルー

トと訳語選択装置Ａ２のルートとを同時に動作させても

よいし、訳語選択装置Ａ１のルートを先に動作させてか

ら閾値以上の日本語用例データがない場合にのみ訳語選

択装置Ａ２のルートを動作させてもよい。

【００４３】以下、本実施形態の訳語選択装置Ａ３の一

利用態様例を、図６及び図７に示した訳語選択装置Ａ３

の動作手順を表すフローチャートを用いて説明する。な

お、以下の説明は、本発明の発明者が参加した（参加者

名、CRL-NYU）単語の多義性解消コンテスト第２回ＳＥ

ＮＳＥＶＡＬ｛以下、「ＳＥＮＳＥＶＡＬ２」、２００

１年開催（SENSEVAL-2 Organization Committee）｝の

日本語翻訳タスクに本実施形態の訳語選択装置Ａ３を適

用したものであり、同コンテストにおいては訳語選択装

置Ａ３の改良前のもので参加しているが、極めて高い評

価を得ている。

【００４４】前提として、日英対訳用例データ（３２０

語の日本語見出し語、一見出し語につき約２０の用例

数）は前記コンテスト前に予め与えられたＳＥＮＳＥＶ

ＡＬ２日本語翻訳タスクのものに準ずる。これらのうち

から選択された４０語（名詞２０語、動詞２０語）につ

いて３０出現ずつのテストデータが用いられ、翻訳対象

とされる日本語の単語はのべ１２００語である。また、

コンテストのしゃん貨車は、与えられた日英対訳用例デ

ータ以外の言語資源から得た対訳辞書や各種新聞記事に

基づく日英対訳用例データも用いることも許容されてい

る。さらに、最終的に出力された訳語の正誤を公正に評

価するために、所定の入力テキスト及び翻訳対象語と正

解の訳語に基づいて、訳語の精度が評価されている。

【００４５】なお、説明を簡素化するため、ここではま

ず訳語選択装置Ａ１のルートから開始し、当該ルートか

ら訳語が出力されなかった場合に訳語選択装置Ａ２のル

ートに移行する態様について説明するが、両ルートを同

時に進行させてもよいのは上述したとおりである。ま

ず、入力受付部３１が入力テキスト（例えば慣用表現で
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ある「一役買う」の表現を含む日本語のテキスト）の入

力を受け付ける（図６；ステップＳ１）と、入力テキス

ト処理部３１１がこの入力テキストを形態素解析するこ

とにより、翻訳対象語（例えば＜買う＞）を抽出する

（ステップＳ２）。次に、用例抽出部３２が前記抽出さ

れた翻訳対象語（＜買う＞）に基づいて対訳用例データ

格納部Ｃを検索し、当該翻訳対象語を含む日本語用例デ

ータを抽出し（ステップＳ３）、日本語用例処理部３２

１が抽出した日本語用例データに含まれる各日本語用例

について文末処理を行う（ステップＳ４）。次に、この 10

文末処理が施された各日本語用例と前記入力テキストに

ついて、類似性検出部３３における類似性演算部３３１

が前記式１に基づいて類似度ｒを演算する（ステップＳ

５）。そして、類似度ｒが最大となる日本語用例数を調

べ（ステップＳ６）、その数が１であれば（ステップＳ

６；Ｙ）、類似性評価部３４が、当該日本語用例を含む

日本語用例データを出力する（ステップＳ７）。一方、

ステップＳ６において類似度ｒが最大の日本語用例数が

１以上であれば（ステップＳ６；Ｎ）、そのうち類似す

る文字列が最長の日本語用例を含む日本語用例データを 20

選択し（ステップＳ６ａ）、その日本語用例データを最

も高い類似性を有するものとして出力する（ステップＳ

７）。ここで、この場合、類似度ｒが最高の日本語用例

が、入力テキストに対応する表現（「一役買う」）を含

んでおり、この日英対訳用例データにおける前記日本語

用例に対応する英語用例に、翻訳対象語に対応する英訳

語（＜ｔｏ  ｏｆｆｅｒ  ｔｏ  ｈｅｌｐ＞）が含まれ

ていたものとする。そして、出力された日本語用例デー

タの類似度と所定の閾値（例えば１）とを比較し（ステ

ップＳ８）、類似度が閾値（１）以上であれば（ステッ 30

プＳ８；Ｙ）、訳語出力部３７が、翻訳対象語（＜買う

＞）に対応する英訳語（例えば＜ｏｆｆｅｒ＞）を出力

する（ステップＳ９）。なお、「一役買う」という日本

語の慣用表現に対応する英語の表現が、「ｔｏ  ｏｆｆ

ｅｒ  ｔｏ  ｈｅｌｐ」であり、この場合、翻訳対象語

「買う」に対する正解の英訳語が「ｏｆｆｅｒ」である

と与えられていれば、ステップＳ９で出力した英訳語は

正解となる。

【００４６】一方、ステップＳ８において、閾値（１）

以上の日本語用例データがなかった場合（ステップＳ 40

８；Ｎ）、すなわち、入力テキスト中の翻訳対象語を含

む日本語用例と同一又は類似の用例が、いずれの日本語

用例データがない場合、訳語翻訳装置Ａ２のルートに移

行する｛Ｓ６（Ｎ）｝。この場合、学習モデル生成部３

５において、まず入力受付部３１で受け付けた入力テキ

スト中の翻訳対象語に基づいて、前記訳語選択装置Ａ１

のルートで用いたものとは別の日英対訳用例データ格納

部Ｃを検索し、該当する語を含む日本語用例データを抽

出する（図７、ステップＳ１１）。そして、抽出した各

日本語用例データに含まれる日本語用例毎に学習データ 50

を適用して学習モデル（ＳＶＭ、ＤＬ、ＭＥのいずれか

に基づく）を生成する（ステップＳ１２）。さらに、学

習モデル選択部３５１によって、生成された各学習モデ

ルについて、学習データを用いてクロスバリデーション

を行ったうえで精度が最高となった学習モデルを選択す

る（ステップＳ１３）。ここで選択された学習モデル

を、学習モデル適用部３６において入力テキスト中の翻

訳対象語に適用して、それに対応する訳語候補の全てに

ついて確信度ｐを演算し（ステップＳ１４）、確信度ｐ

順に例えば降順で順序付けて訳語候補を出力する（ステ

ップＳ１５）。最後に、出力した訳語候補から、最高の

確信度ｐが得られた訳語候補を選択して訳語出力手段３

７により出力する（ステップＳ１６）。この出力した訳

語候補が、予め与えられた正解の英訳語と合致していれ

ば、当該英訳語が正解となる。

【００４７】参考として、図８に、ＳＥＮＳＥＶＡＬ２

のコンテストにおける訳語選択装置Ａ１及びＡ２による

結果を一覧表にして示す。この結果は、コンテストで与

えられた翻訳対象語である単語（名詞２０、動詞２０）

ごとについて出力した英訳語の正解率を精度として示す

ものである。与えられたのべ１２００の翻訳対象語のう

ち、１００について訳語選択装置Ａ１を適用した結果、

精度は９１．０％であった。また、１１００の翻訳対象

語について訳語選択装置Ａ２を適用した結果、精度は６

０．９％であった。なお、比較のため、これら訳語選択

装置Ａ１、Ａ２による総合的な結果（Ａ１＋Ａ２）も同

一覧表に示している。この結果から、訳語選択装置Ａ１

について精度が芳しくなかった翻訳対象語については、

訳語選択装置Ａ２を適用するという、本実施形態の訳語

選択装置Ａ３を適用することが適切であるといえる。す

なわち、文字列の類似性に基づく訳語選択装置Ａ１を適

用するルートは、慣用的表現を含むなど一般に学習デー

タ数が少ない用例、換言すればそのような日英対訳用例

データ数が少ない用例に対して適しているといえ、一

方、上記ルートで精度が悪い場合に学習データ及び学習

モデルを適用して確信度を得る訳語選択装置Ａ２のルー

トを適用することで、通常用いられる表現は勿論のこと

慣用的表現も含めて、全体として精度の高い訳語選択を

実行することが可能であるといえる。

【００４８】本発明は、以上に説明した実施形態に限ら

れるものではない。例えば、訳語選択装置Ａ１、Ａ２を

単独で用いたり、訳語出力部で出力される訳語に基づい

て入力テキストに対応する対象テキストを生成し出力す

る翻訳文出力部を設けることによって翻訳装置を構成す

ることも可能である。また、その他、各部の具体的構成

についても上記実施形態に限られるものではなく、本発

明の趣旨を逸脱しない範囲で種々変形が可能である。

【００４９】

【発明の効果】以上に詳述したように、本発明によれ

ば、多大な人手を掛けずコンピュータに過剰な負荷を掛
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けることなく、すなわち、多量の対訳用例データを収集

することなく、精度の高い訳語選択、並びに機械翻訳を

行うことができる。特に、文字列の類似性に基づく方法

と、学習データ及び学習モデルを適用する方法とをそれ

ぞれ別個に用いたり、或いはそれらを併用することで相

互に補完しあうことになり、通常用いられる自然言語の

表現や、出現頻度の低い慣用的表現に対しても極めて精

度の高い訳語選択及び機械翻訳が可能である。

【図面の簡単な説明】

【図１】本発明の第１の態様に対応する訳語選択装置の 10

概略機能構成図。

【図２】本発明の第２の態様に対応する訳語選択装置の

概略機能構成図。

【図３】本発明の第３の態様に対応する訳語選択装置の

概略機能構成図。

【図４】本発明の一実施形態における訳語選択装置の概

略機能構成図。

【図５】同実施形態に用いられる日英対訳用例データの

一例を示す図。

【図６】同実施形態の動作手順を示す概略的なフローチ 20

ャート。

【図７】同実施形態の動作手順を示す概略的なフローチ

ャート。

【図８】本発明を適用したＳＥＮＳＥＶＡＬ２のコンテ

ストにおける訳語選択結果を一覧表にして示す図。

【符号の説明】

Ａ１、Ａ２、Ａ３…訳語選択装置

Ｃ…対訳用例データ格納部

１、１１、２１、３１…入力受付部

２、３２…用例抽出部

３、３３…類似性検出部

４、３４…類似性評価部

５、１４、３７…訳語出力部

１２、３５…学習モデル生成部

１３、３６…学習モデル適用部

３１１…入力テキスト処理部

３２１…原言語用例処理部（日本語用例処理部）

３３１…類似度演算部

３５１…学習モデル選択部

【図１】

【図５】

【図７】
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【図２】

【図３】
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【図４】

【図６】
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【図８】
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